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V338a XL-Calibur 気球実験搭載硬X線望遠鏡の 2024年フライト後の性能調査
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XL-Calibur計画は、15–80 keVの硬X線帯域での偏光観測を目的とした日米スウェーデンの国際共同気球実験
である。パルサーの磁場構造やコンパクト天体の降着構造の解明を主要な科学目標としている。本計画では、大
陸間を横断する 1回目のフライトを 2022年 7月に実施したが、天体信号の検出には至らなかった (2023年秋季年
会 V327a)。しかし今年 7月に実施した 2回目のフライトでは、CrabとCyg X-1から有意なX線信号を取得する
ことに成功した (2024年秋季年会 V315b)。現在、他の天体を観測対象とする次のフライトが提案されている。
我々は本実験に搭載する望遠鏡の開発と運用を担当している。2回目フライト後にカナダで回収した望遠鏡に

は外見上の損傷は無かったが、次のフライトに向けて望遠鏡の性能面の健全性を調査する必要がある。まず宇宙
科学研究所での可視光の平行光を用いた光軸測定を実施し、フライト前の同様の測定と比べて 30秒角以内で一致
していることが確認できた。さらに、大型放射光施設 SPring-8/BL20B2にて、硬 X線を用いた詳細な性能測定
実験を実施し、フライト前に実施した硬X線測定との比較を行った。本講演では、これらの望遠鏡の調査結果と
XL-Calibur計画の現状について報告する。


